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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

復
興
の
た
め
の
平
成
２３
年
度

第
一
次
補
正
予
算
が
５
月
２

日
成
立
し
た
。
水
産
関
係
は

２
１
５
３
億
円
と
な
り
、
今

年
度
当
初
予
算
の
２
０
０
２

億
円
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
全
体
３

８
１
７
億
円
の
５６
％
を
占
め

て
い
る
。

漁
港
、
漁
場
、
漁
村
等
の

復
旧
関
連
で
は
、
漁
港
、
漁

船
、
養
殖
施
設
、
定
置
網
等

の
漁
業
関
係
施
設
の
被
害
状

況
の
調
査
の
３
億
円
に
加

え
、
漁
港
、
漁
場
、
海
岸
等

の
災
害
復
旧
及
び
こ
れ
と
併

せ
て
行
う
災
害
関
連
事
業
に

２
５
０
億
円
、
災
害
復
旧
と

連
携
し
た
漁
港
機
能
の
強

化
、
漁
業
集
落
の
復
旧
復
興

計
画
の
策
定
、
漁
港
施
設
・

海
岸
保
全
施
設
等
の
設
計
条

件
見
直
し
に
５５
億
円
の
計
３

０
８
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

漁
船
、
市
場
等
の
再
建
に

対
す
る
支
援
で
は
、
被
災
し

た
漁
船
・
定
置
漁
具
の
復
旧

に
２
７
４
億
円
、
養
殖
施
設

や
さ
け
・
ま
す
孵
化
放
流
施

設
の
復
旧
に
２
６
７
億
円
、

産
地
市
場
や
加
工
施
設
等
の

共
同
利
用
施
設
の
機
器
等
の

整
備
に
１８
億
円
の
計
５
５
９

億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

保
険
金
支
払
い
な
ど
８
６
０
億
円

漁
業
活
動
再
開
・
継
続
へ

の
支
援
と
し
て
、
低
下
・
喪

失
し
た
漁
場
の
機
能
や
生
産

力
の
回
復
を
図
る
た
め
の
漁

業
者
等
が
行
う
漁
場
で
の
瓦

礫
等
の
回
収
処
理
等
の
取
組

み
支
援
に
１
２
３
億
円
が
計

上
さ
れ
た
ほ
か
、
漁
船
保
険

の
再
保
険
金
及
び
漁
業
共
済

の
保
険
金
の
支
払
い
に
充
て

る
た
め
の
特
別
会
計
へ
の
繰

入
れ
に
８
６
０
億
円
、
漁
船

保
険
組
合
、
漁
業
共
済
組
合

の
保
険
金
等
の
支
払
い
財
源

の
支
援
に
８０
億
円
、
金
融
対

策
と
し
て
災
害
復
旧
関
係
資

金
の
実
質
無
利
子
化
、
無
担

保
・
無
保
証
人
化
及
び
代
位

弁
済
経
費
等
へ
の
助
成
に
２

２
３
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
併
せ
て
東
日
本
大

震
災
に
関
連
す
る
立
法
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
。
漁
港
、
漁

場
及
び
漁
村
関
係
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
。

《
東
日
本
大
震
災
に
対
処

す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援

助
及
び
助
成
に
関
す
る
法

律
》東

日
本
大
震
災
に
対
処
す

る
た
め
、
被
災
し
た
地
方
公

共
団
体
・
農
林
漁
業
者
等
に

対
す
る
財
政
援
助
、
金
融
上

の
支
援
等
の
特
別
な
助
成
措

置
で
あ
り
、
こ
の
な
か
で
、

農
業
・
林
業
・
漁
業
集
落
排

水
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る

国
庫
補
助
の
特
例
が
も
う
け

ら
れ
、
通
常
１
／
２
を
８
／

１０
ま
た
は
９
／
１０
に
引
き
上

げ
た
。

《
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係

る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行

に
関
す
る
法
律
》

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
地
域
の
実
情
に

鑑
み
、
国
又
は
県
が
、
被
災

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
等
に
係
る
工
事
を
施
行

す
る
措
置
で
あ
る
。
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農
林
水
産
省
と
国
土
交
通

省
は
「
平
成
２３
年
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り
被

災
し
た
海
岸
保
全
施
設
の
早

期
復
旧
に
よ
る
沿
岸
部
の
安

全
度
向
上
を
図
り
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
た

め
、
被
災
状
況
調
査
結
果
や

既
存
の
海
岸
保
全
施
設
の
検

証
を
踏
ま
え
、
今
次
津
波
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
お
け
る
海
岸
保
全
施

設
の
復
旧
の
基
本
的
な
考
え

方
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
海
岸
に
お
け
る
津
波
対

策
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

４
月
２８
日
に
第
一
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

今
回
の
震
災
で
は
、
地
震

の
揺
れ
に
加
え
、
堤
防
の
高

さ
を
大
き
く
上
回
る
津
波
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、
太
平
洋
沿

岸
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
と
と
も
に
、
堤
防
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
海
岸
保

全
施
設
も
著
し
い
被
害
を
受

け
た
。

今
後
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
先
ず
地
域
の
安
全
・
安

心
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
高
潮
や

津
波
な
ど
か
ら
背
後
地
を
守

る
海
岸
保
全
施
設
の
早
期
復

旧
が
不
可
欠
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
地
震

・
津
波
の
特
徴
や
そ
れ
ら
に

よ
る
被
害
状
況
を
的
確
に
捉

え
た
上
で
、
今
回
の
震
災
の

よ
う
な
甚
大
な
被
害
を
再
び

発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
海
岸

保
全
施
設
の
復
旧
の
基
本
的

な
考
え
方
を
早
急
に
取
り
ま

と
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
も
の
。

本
委
員
会
は
磯
部
雅
彦
東

京
大
学
大
学
院
教
授
を
座
長

に
、
学
識
経
験
者
七
名
の
ほ

か
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交

通
省
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
の
海
岸
行
政
担
当
者

・
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

第
一
回
委
員
会
で
は
今
次

津
波
の
外
力
、
沿
岸
部
及
び

海
岸
保
全
施
設
の
被
災
状
況

に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
検
討
事
項
を
ま

と
め
た
。

今
後
、
５
月
の
第
二
回
委

員
会
で
海
岸
の
防
護
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
検
討
し
、
６
月
の
第
三
回

委
員
会
で
海
岸
保
全
施
設
の

復
旧
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
中
間
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
９
月
の
第
四

回
委
員
会
に
お
い
て
海
岸
保

全
施
設
の
復
旧
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
最
終

報
告
を
ま
と
め
る
予
定
。

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

は
、
平
成
２３
年
度
第
１
回
理

事
会
を
５
月
１２
日
午
後
１
時

３０
分
か
ら
東
京
・
千
代
田
区

の
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催

し
、
理
事
出
席
１５
名
、
委
任

状
提
出
１４

名
に
よ
り

第
６８
回
通

常
総
会
付

議
議
案
な

ど
が
審
議

さ
れ
た
。

冒
頭
、

田
中
潤
兒

会

長

が

「
３
月
１１

日
の
東
北

大
震
災
で

は
三
陸
地

方
を
中
心

と
し
た
東

北
、
関
東

の
多
く
の
水
産
都
市
、
漁
村

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

・
復
興
を
願
っ
て
い
る
。

既
に
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
に
充
て
る
平
成
２２
年
度
第

一
次
補
正
予
算
が
成
立
し
、

更
に
復
旧
事
業
に
係
る
国
、

県
等
の
代
行
や
国
庫
補
助
の

特
例
な
ど
の
関
連
す
る
立
法

措
置
も
講
じ
ら
れ
た
。
今
後

も
第
二
次
補
正
予
算
が
組
ま

れ
る
が
、
我
々
と
し
て
も
一

日
も
早
い
復
興
に
向
け
必
要

な
支
援
、
要
請
活
動
等
に
努

め
る
。

事
業
費
や
会
員
の
減
少
な

ど
我
々
団
体
を
取
り
巻
く
諸

情
勢
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
本
会
は
、
皆
様
の

協
力
を
得
て
要
望
活
動
等
を

工
夫
し
て
実
施
し
、
ま
た
啓

発
普
及
、
調
査
研
究
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の

関
係
業
務
に
つ
い
て
は
、
国

や
地
方
自
治
体
か
ら
の
委
託

事
業
等
の
獲
得
に
努
め
本
会

業
務
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
併
せ
て
人
員
削
減
な
ど

で
経
費
節
減
に
努
め
る
の
で

理
解
を
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
宇
賀
神

義
宣
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
計
画
課
長
に
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
の
被
害
状
況
、
２３

年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
内

容
と
と
も
に
、
漁
港
等
の
水

産
関
係
の
被
害
復
旧
に
つ
い

て
、
「
水
産
物
の
安
定
供
給

の
面
か
ら
大
規
模
漁
港
や
中

核
漁
港
の
復
旧
を
急
ぐ
の
は

勿
論
の
こ
と
、
そ
の
他
の
小

規
模
漁
港
等
の
復
旧
に
つ
い

て
も
、
地
域
の
実
情
、
意
志

を
尊
重
し
て
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
漁
村
集
落

の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
も
、

高
台
移
転
を
は
じ
め
色
々
な

方
策
に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ

ん
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。田

中
会
長
が
議
長
と
な

り
、
堂
故
茂
理
事
（
富
山
県

漁
港
漁
場
協
会
会
長
）
及
び

稲
葉
輝
喜
理
事
（
三
重
県
水

産
基
盤
整
備
協
会
会
長
）
を

議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
、

議
案
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
「
第
６８
回
通

常
総
会
付
議
事
項
に
つ
い

て
」
は
、
５
月
２５
日
に
開
催

す
る
通
常
総
会
に
、
（
一
）

平
成
２２
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、

（
二
）
平
成
２３
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
及
び
会
費
承

認
の
件
、
（
三
）
役
員
報
酬

承
認
の
件
を
原
案
通
り
付
議

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
（
四
）
役
員
選
任
の
件

に
つ
い
て
は
、
５
月
２９
日
を

も
っ
て
理
事
及
び
監
事
全
員

の
任
期
が
満
了
す
る
の
で
、

次
期
の
理
事
及
び
監
事
を
総

会
で
選
任
す
る
こ
と
と
し

た
。第

２
号
議
案
「
短
期
借
入

金
限
度
額
に
つ
い
て
」
は
、

限
度
額
を
３
０
０
０
万
円
以

内
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。理

事
会
の
出
席
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

《
来
賓
》
宇
賀
神
義
宣
計
画

課
長

《
理
事
》
田
中
潤
兒
会
長
、

伏
見
悦
夫
副
会
長
、
野
村
興

兒
副
会
長
、
村
田
駿
、
越
善

靖
夫
、
當
摩
栄
一
、
堂
故
茂
、

浅
野
恒
郎
、
稲
葉
輝
喜
、
中

田
勝
久
、
仙
頭
義
寛
、
井
上

俊
昭
、
藤
本
昭
夫
、
あ
ん
・

ま
く
ど
な
る
ど
、
鹿
田
正
一

平
成
２３
年
４
月
１４
日
（
木
）

午
後
３
時
よ
り
、
農
林
水
産

省
７
階
講
堂
に
お
い
て
「
平

成
２３
年
度
漁
港
漁
場
関
係
事

業
担
当
者
会
議
（
災
害
部

門
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
全
国
の
災

害
復
旧
事
業
担
当
者
を
対
象

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
全
国
か
ら
１

２
４
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

当
協
会
が
「
漁
村
災
害
対

策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」

の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
登
録
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
、
事
務

局
よ
り
１
名
の
計
４
名
が
会

議
に
出
席
し
た
。

会
議
は
、
５
つ
の
項
目
か

ら
な
っ
て
お
り
（
以
下
参

照
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
防
災
漁
村
課
水
産
施
設

災
害
対
策
室
の
担
当
官
及
び

国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
調

整
課
担
当
官
よ
り
資
料
に
基

づ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

会
議
の
冒
頭
、
岡
貞
行
水

産
施
設
災
害
対
策
室
長
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
の
担
当
者
が
欠
席
と
な

っ
て
い
る
が
、
３
県
に
対
し

て
は
後
日
説
明
を
行
う
予
定

で
あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

会
議
は
、
東
日
本
大
震
災

の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
災
害
復
旧
に
関
す
る
手

続
き
等
（
手
続
き
期
間
が
状

況
に
よ
っ
て
は
延
長
さ
れ
る

こ
と
な
ど
）
に
つ
い
て
、
質

問
が
多
数
出
さ
れ
、
熱
気
の

あ
る
会
議
と
な
っ
た
。

《
講
義
項
目
》

�
漁
港
関
係
災

害
対
策
の
動
向

�
水
産
関
係
施

設
災
害
復
旧
事
業

の
概
要

�
平
成
２３
年
度

過
年
発
生
災
害
復

旧
事
業
等
の
再
調

査
�
水
産
関
係
施

設
災
害
復
旧
事
業

の
予
算

�
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
被

害
と
対
応
状
況
に
つ
い
て

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
と

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
は

共
同
で
、
水
産
庁
の
後
援
、

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所
及
び
�
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
得
て

「
２
０
１
１
漁
港
漁
場
漁
村

海
岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
う
こ
と
と
し
、

作
品
の
募
集
を
開

始
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
美
し
い
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
・
海
岸
づ
く
り
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
写
真
を
通
じ

海
や
漁
業
及
び
漁
港
・
漁
場

・
海
岸
の
現
状
、
漁
村
環
境

の
実
態
等
を
広
く
知
ら
せ
、

水
産
業
・
漁
村
の
重
要
性
、

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸

の
整
備

促
進
の

必
要
性

に
つ
い

て
理
解

を

求

め
、
我

が
国
水

産
業
、
漁
村
の
振
興
、
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
す
る
も
の
。

応
募
要
領
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
。

◆
応
募
資
格＝

特
に
な
し

◆
応
募
作
品＝

未
発
表
の

作
品
で
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

・
海
岸
に
関
係
し
た
も
の
（
働

く
漁
民
、
四
季
や
時
間
で
変

化
す
る
漁
港
漁
場
漁
村
海
岸

の
風
景
、
海
の
環
境
、
生
物

の
生
態
、
漁
村
の
暮
ら
し
、

漁
港
や
漁
村
で
の
祭
り
・
催

し
な
ど
）

作
品
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

の
カ
ラ
ー
か
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ

ン
ト
で
組
写
真
可
（
自
然
な

姿
を
デ
ジ
タ
ル
加
工
で
修
正

し
た
写
真
な
ど
は
不
可
）

◆
締
切
日＝

平
成
２３
年
８

月
２５
日
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
入
賞
作
品

・
特
選
１
席＝

農
林
水
産
大

臣
賞
（
１
点
）

・
特
選
２
席＝

水
産
庁
長
官

賞
（
１
点
）

・
特
選
３
席＝

�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
長
賞
、
全
国
漁
港

海
岸
防
災
協
会
長
賞
、
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
理

事
長
賞
、
�
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

（
各
１
点
）・
入
選

（
５
点
）

・
佳
作
（
１０
点
）

な
お
、
入
賞
者
に
は
審
査

員
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
る
。

◆
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

東
京
都
港
区
赤
坂
１
ー
９
ー

１３
三
会
堂
ビ
ル
８
階

�
全
国
漁
港
漁
場

協
会
「
漁
港
漁
場
漁

村
海
岸
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
」
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
５

１
１
４
―
９
９
８
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０３
―
５
１
１
４
―
９
９
８

３
）応

募
要
領
の
詳
細
は
、

h
ttp

:
//w

w
w

.g
y
o
k
o
u
.o

r.

jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
福
岡
県
】

農
林
水
産
部
次
長
（
農
林

水
産
部
副
理
事
兼
農
林
水
産

政
策
課
長
）
小
宮
信
義
▽
農

林
水
産
部
副
理
事
兼
農
林
水

産
政
策
課
長
（
農
林
水
産
部

園
芸
振
興
課
長
）
小
寺
均
▽

農
林
水
産
部
水
産
局
水
産
振

興
課
参
事
兼
農
産
漁
村
振
興

課
検
査
員
（
農
林
水
産
部
農

村
整
備
課
長
技
術
補
佐
）
木

下
一
光
▽
農
林
水
産
部
農
山

漁
村
振
興
課
長
（
農
林
水
産

部
水
産
局
水
産
振
興
課
参
事

兼
農
産
漁
村
振
興
課
検
査

員
）
安
河
内
一
虎

退
職
（
農
林
水
産
部
次
長
）

太
田
和
夫

４
月
５
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

理
事
（
国
連
大
学
高
等

研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
所
長
）

あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど

氏
４
月
７
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

理
事
（
国
連
大
学
高
等

研
究
所
い
し

か
わ
・
か
な

ざ
わ
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ

・
ユ
ニ
ッ
ト

所
長
）
あ
ん
・
ま
く
ど

な
る
ど
氏

４
月
１４
日
（
木
）

長
崎
県
総
合
水
産
試

験
場
長
田
添
伸
氏

４
月
１５
日
（
金
）

岩
手
県
農
林
水
産
部

漁
港
漁
村
課
総
括
課
長

大
村
益
男
氏
、
同
課
技

師
高
師
拓
也
氏

４
月
１８
日
（
月
）

三
浦
市
行
政
管
理
部

不
動
産
活
用
担
当
部
長

小
堺
穣
氏
・
他
１
名

４
月
２２
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

理
事
（
国
連
大
学
高
等

研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
所
長
）

あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど

氏
、
国
連
大
学
メ
デ
ィ

ア
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
ブ
ラ
ン
ド
か
お

り
氏
、
国
連
大
学
高
等

研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

長
谷
川
淳
子
氏
、
国
連

大
学
高
等
研
究
所
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
中
尾
文
子
氏
、

国
連
大
学
高
等
研
究
所

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務

局
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー
蓑
原
茜
氏

４

月

２７

日
（
水
）

岩

手

県

漁

港

漁

村

協

会

副

会

長
理
事
（
前
大
船
渡
市

長
）
甘
竹
勝
郎
氏

４
月
２８
日
（
木
）

長
崎
県
水
産
部
資
源

管
理
課
資
源
管
理
班
課

長
補
佐
川
口
和
宏
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
、
鹿
田
理
事

は
、
岩
手
県
へ
出
張

���	
���� ���

海
岸
保
全
施
設
の
被
災
状
況
な
ど
議
論

担当者会議の様子

津
波
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催

復旧手続きの質問相次ぐ

災害復旧事業担当者会議を開催

自
４
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
４
月
３０
日

都
道
府
県
本
所

課
長
級
以
上

人
事
異
動

漁 港 漁 場 月 報

５
月
２
日
付

田
中
会
長
「
一
日
も
早
い
復
興
を
」

第
一
回
理
事
会
を
開
催

全
国
漁
港
漁
場
協
会

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

挨拶する田中会長

漁
港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

作品募集のチラシ

�����


